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図 3.3.18 観測結果の時系列 
出典：西ノ首英之,小松利光,矢野真一郎,斎田倫範 (2004)：諌早湾干拓事業が有明海の流動構造へ及ぼす影響

の評価, 海岸工学論文集, 第 51 巻, 第１号, pp.336-340 

  

注）1.左図は 1993 年 10 月 12 日～11 月 1 日、右図は 2003 年 10 月 9

日～11 月 7 日 

2.上段より、P1(水深 5m)、P2(水深 5m)、P2(水深 20m)における

水平流速の絶対値、潮位 

〔観測実施位置の概略図〕 
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図 3.3.19 最大潮流速度の偏差分布（潮受堤防の影響） 

出典：千葉賢,武本行正（2002）：諫早湾潮受け堤防の影響評価のための潮位観測値の分析と流況数値解析, 

四日市大学環境情報論文, 第 5 巻, 第 1･2 号合併号, pp39-70 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3.20 潮流流速の数値シミュレーション結果 

出典：有明海･八代海総合調査評価委員会･環境省｢委員会報告｣(平成 18 年 12 月) 
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図 3.3.21 数値シミュレーションによる各要因による流速の変化 

出典：田井明・田中香（2014）：有明海の物理環境に関する漁業者を対象としたヒアリング結果と科学的

知見の比較，土木学会論文集 B3（海洋開発），Vol.70，No.2 

  



３章 3.潮汐・潮流 

3-3-22 

② 港湾による潮流流速への影響 

滝川ら(2002) 22）によると、熊本港建設による影響については、数値シミュレーシ

ョンの結果、港の周辺で20～30cm/sの潮流流速の変化があり、潮位差への影響は港

の周辺で±2cm程度との報告がある。 

 

③ ノリ養殖施設による潮流流速への影響 

滝川ら(2002)23）によると、ノリ養殖施設の影響については、数値シミュレーショ

ンの結果、湾中央から湾奥にかけての海水の流動が小さくなる傾向にあること（図 

3.3.22）、最大潮流流速はノリ網設置地域で 0.3～0.5m/s の減少、湾奥中央部で 0～

0.1m/s の増加が報告されている。また、有明海湾奥部における潮流と浮泥輸送に関

する数値実験結果から、ノリ養殖域やその沖側前面部分ではノリ養殖施設の流体抵

抗によって、潮流流速や浮泥濃度が低減、抵抗が小さい船通し部分で上昇し、ノリ

養殖施設が潮流や浮泥輸送の空間構造に影響している可能性が示されている。なお、

ノリ網の柵数については1960年代に急激に増加したのち、1970年以降は減少傾向に

ある。 

山口ら(2009) 23）は、1985 年から 1998 年の早津江川河口沖の観測データによる解

析で、同観測地点における潮流の変化にはノリ養殖の影響が大きく、養殖期には平

均で潮流流速が約23％弱まると報告している。 

 

 

 

図 3.3.22 ノリ網設置の有無による流況変化（粒子追跡開始３潮汐後） 

出典：滝川清,田淵幹修（2002）：有明海の潮汐変動特性と沿岸構造物の影響, 海岸工学論文集, 第

49巻, pp.1061-1065 
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（２）八代海の潮流等について 

八代海は九州本土と天草諸島・長島に囲まれ、本渡瀬戸・三角瀬戸・満越瀬戸を

通じて有明海と繋がり、長島瀬戸や黒之瀬戸を通じて東シナ海と繋がっている。外

洋水は長島瀬戸と黒之瀬戸から流入し、流入量は黒之瀬戸に比べて長島瀬戸は 4 倍

である。有明海と通じる三角瀬戸、満越瀬戸、本渡瀬戸では海水の交流は少ない。

干満差は湾奥で 4m 以上となり、このため長島瀬戸での潮流流速は、大潮時には約 8

ノットにもなる。また、東流及び西流時に長島瀬戸等の湾口部で潮流流速が早く、

北部海域ではその数分の１程度の潮流流速である。 

数値シミュレーションによる夏季の平均流(2001年～2006年の各8月の平均場)を

みると、表層では八代海湾央部の東岸から湾奥部での平均流の流速が小さく、海水

が停溜する傾向にあり、南西部の長島海峡からの流出と黒之瀬戸からの流入量が大

きい（図 3.3.23）24）。 

また、これらの流況は、河川流入水によっても変動し、河川流量がある場合、満

越瀬戸や長島瀬戸を通じて流出するような残差流となる。 

なお、八代海については、1970 年頃以降の潮流の変化を示す経年的な実測データ

は無かった。 

 

図 3.3.23 八代海における表層の平均流(平均的な夏季1ヵ月間：8月) 

出典：いであ(株)･熊本大学｢平成 27年度八代海における環境管理方策の検討業務報告書｣ 
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田井ら（2011）25）によると、数値シミュレーションを用いて八代海における 1900

年代から 2000 年代の海岸線の改変に伴う潮流の変化について検討がなされた結果、

湾内全域で潮流流速が低下しており、湾奥部で 30％程度、南部海域で 5～10％程度

の減少が明らかとなった（図 3.3.24）。 

 

図 3.3.24 1900年代～2000年代の潮流振幅の変化率（％） 

出典：田井明,矢野真一郎,多田彰秀,上久保祐志,矢野康平,齋田倫範,橋本彰博,石原拓也（2011）：八代
海における夏季の低塩分水塊の挙動ならびに過去の海岸線の変化による物理場の変化，土木学会
論文集B2（海岸工学），Vol. 67，No. 2 
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（３）橘湾の流況について 

橘湾は、有明海と外海水とを連結する海域であり、有明海から流出する河川系水

の変動の影響を大きく受ける。 

図 3.3.25に示すとおり、下げ潮時に有明海から流出した海水は島原半島に沿って

橘湾の湾奥部を左回りの環流となって通過していることがわかる。 

このほか、橘湾の流況を示す研究はいくつかみられるものの（例えば、藤家ほか

(2004) 26）、玉置ら(2009）27）など)、橘湾内の海洋構造（水塊構造）の変動実態は解

明されていないのが現状である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）上図の細矢印は上げ潮最盛期の流況を表し、太矢印は1昼夜平均の恒流を表す。 

下図の細矢印は下げ潮最盛期の流況を表す。 

図 3.3.25 橘湾における潮流と平均流(30m層)の概況 

出典：第30回有明海・八代海総合調査評価委員会 資料3（中田） 
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《まとめ》 

海水面積、平均潮位の上昇ならびに潮汐振幅の減少は、潮流流速の減少につなが

る。 

以下に示すとおり、潮汐・潮流の長期変化の主な要因としては月昇交点位置変化

による影響が大きい。それ以外の変化については、1)干拓・埋立て等による海水面

積の減少並びに地形の変化、2)平均潮位の上昇、3)外洋の潮汐振幅の減少など様々

な要因が複合的に作用することから、実際の潮汐・潮流の変化にかかる各種要因の

影響の程度は明らかとなっていない。 

 

[潮位の変動] 

有明海では 1 日 2 回の満潮と干潮を迎える際の潮位差が大きく、潮位差は湾口か

ら湾奥に向かって増大し、湾奥では大潮期には最大約6mに達する。年平均潮位差は

湾奥ほど大きく、例えば、湾奥の大浦の年平均潮位差は1979年頃（潮位差約345cm）

と 1995年頃（同337cm）に極大、1988年頃（同325cm）に極小をもつ変動（1979年

頃の極大と1988年頃の極小の差は20cm強、1988年頃の極小と1995年頃の極大の差

は約 12cm）が観測され、1979 年頃と 1995 年頃の極大時を比較すると年平均潮位差

が約9cm減少していた。 

年平均潮位差の極大時と極小時の値の差（上述の 20cm 強、約 12cm の差）には、

月の軌道の昇交点の18.6年周期の変化（月昇交点位置変化）が最も大きな影響を及

ぼしている。有明海で最も大きな分潮成分である M2 分潮振幅の変動に関する知見に

よると、月昇交点位置変化の影響を除いた M2分潮振幅は、1970 年代から現在までの

過去 40 年間で減少しており、これが上述の極大年（1979 年頃、1995 年頃）におけ

る年平均潮位差の減少の主な要因と考えられる。 

なお、M2潮汐振幅の長期変化の要因については、1)有明海内の海水面積の減少（内

部効果）、2)平均潮位の上昇（外部効果）、3)外洋潮汐振幅の減少（外部効果）など

が挙げられているが、その影響度合いに関する見解は異なってきている。 

平均潮位は、1970 年以降、有明海及び外洋で上昇傾向が観測されており、八代海

においても、データのある1980年以降、有明海と同様に平均潮位の上昇が観測され

ている。 

 

[潮流の変化] 

有明海の潮流に影響を及ぼす要因としては、1)干拓・埋立て等による海水面積の

減少並びに地形の変化、2)平均潮位の上昇、3)外洋の潮汐振幅の減少があげられる。

これは、潮汐振幅に与える影響要因と同様であり、流体力学の基本原理である連続

条件（体積保存則）から、潮汐振幅が減少すると潮流流速が減少していなければな

らないことに起因する。 

有明海では、干拓・埋立て、海岸線の人工化（護岸化）、港湾等の人工構造物の

構築、ノリ網の敷設（柵数は1970年頃をピークに減少）がなされてきた。 

前述のとおり、外洋の平均潮位の上昇に伴って、有明海の内湾でも平均潮位の上
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昇がみられ、外洋のM2分潮振幅も内湾と同様に過去40年間で減少がみられる。。 

干拓による潮流流速への影響については、諫早湾から島原半島沿岸での流速の低

下を示す次のようなモニタリング又はシミュレーションによる研究報告や観測結果

の知見がある。 

・諫早湾内の環境モニタリング結果（1989年(平成元年)及び1998年(平成10年)～

2004 年(平成 16 年)）から、諫早湾の湾奥部、湾央部及び湾口部では堤防閉め切

り後に潮流流速が低下する傾向がみられた。 

・島原半島沿岸部の観測結果（1993年と 2003 年)から、潮流流速は約21～27％減少

した。（ただし、これについては流れの分布の変化が影響した可能性も無視できな

い。） 

・数値シミュレーションによると、潮流への諫早湾干拓事業の影響は諫早湾から島

原半島沿いに限られ、有明海湾奥部に関しては諫早湾干拓事業による湾奥部の流

速の変化は月の昇交点運動による潮汐振幅の変動の影響に比べて非常に小さい。 

 

また、熊本港建設による影響については、数値シミュレーションの結果、港の周

辺で 20～30cm/s の潮流流速の変化があり、潮位差への影響は港の周辺で±2cm 程度

との報告がある。 

ノリ養殖施設の影響については、有明海奥部における潮流流速の観測から、早津

江川河口沖では養殖期に平均で流速が約 23％弱まるとの報告がある。なお、ノリ網

の柵数については1960 年代に急増したのち、1970年以降は減少傾向にある。 

 

八代海については、1970 年頃以降の潮流の経年的な変化を示す実測データは無か

った。 
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4.水質 

（１）水質環境基準達成率の推移 

ア）ＣＯＤ 

COD の環境基準達成率※1（図 3.4.1）について、有明海では、1974 年度（昭和 49

年度）以降、80％以上で推移している。八代海では、1996 年度（平成 8 年度）ま

では達成率が高く、100％の年もあったが、それ以降は若干低下し、60～90％で推

移している。橘湾※2では 30～100%と変動が大きいものの、100％の年が他の海域よ

り多く見られる。 

 
※1：環境基準達成率（％）＝（達成水域数／類型指定水域数）×100 

※2：橘湾は、「有明海及び八代海等を再生するための特別措置に関する法律」（平成 14 年法律第 120 号）

による水域での環境基準達成率を算出した。橘湾の類型は全域Ａ類型である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4.1 有明海、八代海及び橘湾の環境基準達成率の推移：ＣＯＤ 

資料：「平成 26 年度公共用水域水質測定結果」（平成 27 年 12 月、環境省水・大気環境局）、公共用水域水質測

定結果（長崎県、熊本県） 

 

 

イ）全窒素及び全燐 

全窒素及び全燐の環境基準の達成率※1(図 3.4.2)については、有明海では、比較

的達成率が低く、2006 年度以降は 40％で推移している。八代海では近年は 75～

100％で推移している。なお、橘湾では全窒素及び全燐の類型指定はされていない。 

 

※1：環境基準達成率（％）＝（達成水域数／類型指定水域数）×100 

全窒素及び全燐ともに環境基準を満足している場合に、達成水域とした。 
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全窒素（T-N）(図 3.4.3)については、有明海では 2007 年度以降 80％以上で推

移しており、直近年の 2014 年度は 100％である。八代海では 2003 年度以降は全て

100％である。 

全燐（T-P）(図 3.4.4)については、有明海では 2006 年度以降は全て 40％であ

る。八代海では、2009 年度に一時的に 50％となったものの、その他の年は 75％以

上で推移しており、直近年の 2014 年度は 100％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4.2 有明海及び八代海の環境基準達成率の推移：全窒素及び全燐 

資料：「平成 26 年度公共用水域水質測定結果」（平成 27 年 12 月、環境省水・大気環境局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4.3 有明海及び八代海の環境基準達成率の推移：全窒素 

資料：「平成 26 年度公共用水域水質測定結果」（平成 27 年 12 月、環境省水・大気環境局） 

0

20

40

60

80

100

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

達
成
率

（年度）有明海 八代海

（％）

0

20

40

60

80

100

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

達
成
率
（

T-
N
）

（年度）有明海 八代海

（％）



３章 4.水質 

3-4-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4.4 有明海及び八代海の環境基準達成率の推移：全燐 

資料：「平成 26 年度公共用水域水質測定結果」（平成 27 年 12 月、環境省水・大気環境局） 
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図 3.4.5 有明海の COD の類型指定状況 
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図 3.4.6 有明海の全窒素・全燐の類型指定状況 
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図 3.4.7 八代海の COD の類型指定状況 
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図 3.4.8 八代海の全窒素・全燐の類型指定状況 
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（２）水質の動向 

1970 年頃から現在までの水質の経年変化を公共用水域水質測定結果及び浅海定

線調査結果から整理した。水質の主な変動傾向を表 3.4.1 から表 3.4.4 に示す。 

なお、基本として 1970 年頃から現在までのデータを対象として整理しているが、

この期間のデータがない項目については、データがある期間を対象として整理して

いる（詳細は表 3.4.5 から表 3.4.8、図 3.4.11 から図 3.4.15 のとおり。）。 

 

表 3.4.1 有明海における水質の主な変動傾向 

 水質の主な変動傾向 

水温 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 17.5～20.0℃。12 測点のうち、福岡県及び熊本県の４

測点で有意な昇温傾向。長崎県の１測点で有意な降温傾向がみられるが、変化の

割合は 10年間で 0.25℃未満。他の７測点では有意な変化傾向はみられない。 

塩分 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 25.0～34.3。10 測点のうち、佐賀県の３測点で有意な

上昇傾向がみられ、変化の割合は 10 年間で 3%程度。他の７測点では有意な傾向

はみられない。 

COD 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 0.8～3.5mg/L。12 測点のうち、佐賀県及び長崎県の４

測点で有意な減少傾向。佐賀県の１測点で有意な増加傾向。他の７測点では有意

な変化傾向はみられない。なお、統計的に有意ではないが、変化の割合が大きい

減少傾向が熊本県の１測点においてみられる。 

T-N 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 0.2～0.7mg/L。12 測点のうち、福岡県の２測点で有意

な減少傾向（特に 1980 年代前半の減少率が高い）。長崎県の１測点で有意な増加

傾向。他の９測点では有意な変化傾向はみられない。なお、統計的に有意ではな

いが、変化の割合が大きい増加傾向が熊本県の１測点、減少傾向が別の１測点に

おいてみられる。 

T-P 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 0.02～0.18mg/L。12 測点のうち、佐賀県及び長崎県の

３測点で有意な増加傾向。福岡県の１測点で有意な減少傾向。また、佐賀県の別

の１測点でも有意な増加傾向がみられるが、変化の割合は 10 年間で 10%未満。他

の７測点では有意な変化傾向はみられない。なお、統計的に有意ではないが、変

化の割合が大きい増加傾向が熊本県の２測点、減少傾向が長崎県の１測点におい

てみられる。佐賀県の 3 点および、福岡県の 2 点において 1980 年代前半の減少

率が高い傾向が見られた。 

SS 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 1.0～82.8mg/L。７測点のうち、福岡県及び佐賀県の３

測点で有意な減少傾向。他の４測点では有意な変化傾向はみられない。佐賀県の

3点、福岡県の 2点において 1980 年代前半の減少率が高い傾向が見られた。 

透明度 

直近５年間の年平均値は 0.4～9.4ｍ。11 測点のうち、熊本県の１測点で有意な

上昇傾向。また、佐賀県、熊本県及び長崎県の６測点でも有意な上昇傾向がみら

れるが、変化率は 10年間で 10%未満。他の４測点では有意な変化傾向はみられな

い。 
注） 1．有意水準は 5％(回帰検定)。「変化の割合が大きい」基準は変化の割合が 10 年間で 10%（水温については

0.25℃）以上。 

  2．COD の測定方法は、時期・測点により測定法（酸性法、アルカリ法）が異なる。 

  3．熊本県の COD については、酸性法で測定が行われている 1998 年以降を対象に回帰分析を行った。また、

瀬詰崎沖（長崎）及び島原沖（長崎）の COD についても、酸性法で測定が行われている 2000 年以降を対

象に回帰分析を行った。 

  4．水温、塩分、COD、T-N、T-P、SS は公共用水域水質測定結果、透明度は公共用水域水質測定結果及び浅海

定線調査結果から取りまとめた。 
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表 3.4.2 八代海における水質の主な変動傾向 

 水質の主な変動傾向 

水温 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 18.7～21.5℃。３測点のうち、熊本県の２測点で有意

な昇温傾向。他の１測点では有意な変化傾向はみられない。 

塩分 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 27.1～33.2。全３測点において有意な変化傾向はみら

れない。 

COD 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 0.9～2.8mg/L。３測点のうち、鹿児島県の１測点で有

意な増加傾向がみられるが、変化の割合は 10 年間で 10%未満。他の２測点では

有意な変化傾向はみられない。なお、統計的に有意ではないが、変化の割合が

大きい増加傾向が熊本県の１測点でみられる。 

T-N 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 0.1～0.5mg/L。３測点のうち、鹿児島県の１測点で有

意な減少傾向。他の２測点では有意な変化傾向はみられない。なお、統計的に

有意ではないが、変化の割合が大きい減少傾向が熊本県の１測点でみられる。 

T-P 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 0.01～0.07mg/L。３測点のうち、熊本県の１測点で有

意な増加傾向。他の２測点では有意な変化傾向はみられない。なお、統計的に

有意ではないが、変化の割合が大きい増加傾向が熊本県の１測点でみられる。 

SS 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 3.1～37.6mg/L。測点は熊本県の１ヶ所のみであり、有

意な変化傾向はみられない。 

透明度 

直近５年間の年平均値は 0.9～13.1ｍ。３測点のうち、熊本県の１測点で有意な

上昇傾向。熊本県の別の１測点で有意な低下傾向。鹿児島県の１測点では透明

度がおおむね 10ｍ以上と高いものの年変動が大きく、有意な変化傾向はみられ

ない。 
注） 1．有意水準は 5％(回帰検定)。「変化の割合が大きい」基準は変化の割合が 10 年間で 10%（水温について

は 0.25℃）以上。 

2．熊本県の COD については、酸性法で測定が行われている 1998 年以降を対象に回帰分析を行った。 

3．公共用水域水質測定結果から取りまとめた。 

 

表 3.4.3 橘湾における水質の主な変動傾向 

 水質の主な変動傾向 

水温 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 17.6～20.8℃。６測点のうち、１測点で有意な昇温傾

向。他の５測点では有意な変化傾向はみられない。なお、統計的に有意ではな

いが、変化の割合が大きい増加傾向が１測点でみられる。 

塩分 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 30.7～34.3。全６測点において有意な変化傾向はみら

れない。 

COD 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 1.0～1.9mg/L。６測点のうち、２測点で有意な増加傾

向。また、別の１測点でも有意な増加傾向、別の１測点では有意な減少傾向が

みられるが、変化率は 10 年間で 10%未満。他の２測点では有意な変化傾向はみ

られない。 

透明度 
直近５年間の年平均値は 3.2～10.5ｍ。６測点のうち、５測点で有意な上昇傾向。

他の１測点では有意な変化傾向はみられない。 
注） 1．有意水準は 5％(回帰検定)。「変化の割合が大きい」基準は変化の割合が 10 年間で 10%（水温について

は 0.25℃）以上。 

2．公共用水域水質測定結果から取りまとめた。 
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表 3.4.4 牛深港における水質の主な変動傾向 

 水質の主な変動傾向 

水温 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 19.6～21.8℃。２測点のうち、１測点で有意な昇温傾

向。他の１測点では有意な変化傾向はみられない。 

塩分 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 32.8～33.8。全２測点において有意な変化傾向はみら

れない。 

COD 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 1.3～1.5mg/L。全２測点において有意な上昇傾向。 

T-N 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 0.1～0.2mg/L。２測点のうち、１測点で有意な減少傾

向。なお、統計的に有意ではないが、変化の割合が大きい減少傾向が他の１測

点でみられる。 

T-P 

(上層) 

直近５年間の年平均値は 0.02mg/L。全２測点において有意な変化傾向はみられ

ない。なお、統計的に有意ではないが、変化の割合が大きい増加傾向が１測点

でみられる。 

透明度 

直近５年間の年平均値は 9.7～15.5ｍ。特に牛深港地先ではおおむね透明度が

10ｍ 以上と高いものの、年変動が大きく、港内と同じ程度の透明度となる場合

もある。全２測点において有意な変化傾向はみられない。 
注） 1．有意水準は 5％(回帰検定)。「変化の割合が大きい」基準は変化の割合が 10 年間で 10%（水温について

は 0.25℃）以上。 

2．COD については、酸性法で測定が行われている 1998 年以降を対象に回帰分析を行った。 

3．公共用水域水質測定結果から取りまとめた。 
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図 3.4.9 公共用水域水質測定結果の整理を行った測点 
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図 3.4.10 浅海定線調査結果の整理を行った測点 
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表 3.4.5(1) 回帰分析結果（公共用水域水質測定）：有明海 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）1. ■、■で網掛けしている項目は、有意水準 5%で有意な変化傾向が認められたことを示す。／はデータな

し・不足等による評価対象外であることを示す。 

2. 近似一次回帰式の傾きが 10 年間あたりで全データの算術平均の 10％以上の増加、減少(水温については

0.25℃の昇温、降温)がある場合は”＋＋”、”－－“とし、それに満たない場合は”＋”、”－“とした。 

3. 熊本県の COD については、酸性法で測定が行われている 1998 年以降を対象に回帰分析を行った。また、

瀬詰崎沖（長崎）及び島原沖（長崎）の COD についても、酸性法で測定が行われている 2000 年以降を対

象に回帰分析を行った。 

4. 熊本県の T-N、T-P は 1999 年以降採水方法を変更したため、1999 年以降を対象に回帰分析を行った。 

5. *を付したものは 1990 年前後から現在までの期間の評価であり、**を付したものは 2000 年前後から現在

までの期間の評価を示す。なお、2000 年以降から測定が開始された項目のうち、データ数が少ない項目に

ついては評価対象外とした。 

6. 測点名の欄中の”A1 海域”～”A7 海域”については、図 4.2.1 の海域区分を示す。 

 

資料：公共用水域水質測定結果（福岡県、熊本県、長崎県、佐賀県） 

 

  

水温 塩分 COD T-N T-P SS

佐賀B2 － ＋ －－ － ＋ －－

佐賀B3 － ＋ －－ － ＋＋ －

福岡 st.7 ＋＋ ＋ － －－ － －

佐賀A2 － ＋ ＋＋ － ＋ －－

A2海域 福岡 st.9 ＋ － － －－ －－ －－

熊本 st.1 ＋＋ －
**

－
**

－－
**

＋＋
**

熊本 st.7 ＋＋ －
**

－
**

＋
**

熊本 st.9 ＋＋ －－
**

＋＋
**

＋＋
**

長崎B1 －
*

＋
*

－－
*

－
*

－
*

長崎B2 －
*

－
*

－－
*

－
*

－－
*

瀬詰崎沖(長崎) ＋ － －
**

＋
* ＋＋ －

島原沖(長崎) － － ＋
**

＋＋
*

＋＋ －

A1海域

A4海域

A6海域

A7海域
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 表 3.4.5(2) 回帰分析結果（浅海定線調査、公共用水域水質測定）：有明海 

透明度

福岡S6 ＋

佐賀1 ＋

佐賀10 ＋

A2海域 福岡L5 ＋

A3海域 佐賀5 ＋

熊本st.1 ＋

熊本st.7 ＋

熊本st.9 ＋＋

A5海域 佐賀11 ＋

瀬詰崎沖（長崎） ＋

島原沖（長崎） －

A1海域

A4海域

A7海域

 

 

注）1. ■、■で網掛けしている項目は、有意水準 5%で有意な変化傾向が認められたことを示す。／はデータな

し・不足等による評価対象外であることを示す。 

2. 近似一次回帰式の傾きが 10 年間あたりで全データの算術平均の 10％以上の上昇、低下がある場合は”＋
＋”、”－－“とし、それに満たない場合は”＋”、”－“とした。 

3. *を付したものは 1990 年前後から現在までの期間の評価であり、**を付したものは 2000 年前後から現在

までの期間の評価を示す。なお、2000 年以降から測定が開始された項目のうち、データ数が少ない項目に

ついては評価対象外とした。 

4. 測点名の欄中の”A1 海域”～”A7 海域”については、図 4.2.1 の海域区分を示す。 

 

資料：公共用水域水質測定結果（福岡県、熊本県、長崎県、佐賀県） 

浅海定線調査結果（福岡県、熊本県、長崎県、佐賀県） 
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表 3.4.6 回帰分析結果（公共用水域水質測定）：八代海 

 

 

 

 

 

 
注）1. ■、■で網掛けしている項目は、有意水準 5%で有意な変化傾向が認められたことを示す。／はデータ

なし・不足等による評価対象外であることを示す。 

2. 近似一次回帰式の傾きが 10 年間あたりで全データの算術平均の 10％以上の増加、減少(水温について

は 0.25℃の昇温、降温)がある場合は”＋＋”、”－－“とし、それに満たない場合は”＋”、”－“とした。 

3. 熊本県の COD については、酸性法で測定が行われている 1998 年以降を対象に回帰分析を行った。 

4. 熊本県の T-N、T-P は 1999 年以降採水方法を変更したため、1999 年以降を対象に回帰分析を行った。 

5. *を付したものは 1990 年前後から現在までの期間の評価であり、**を付したものは 2000 年前後から現

在までの期間の評価を示す。なお、2000 年以降から測定が開始された項目のうち、データ数が少ない

項目については評価対象外とした。 

6. 測点名の欄中の”Y1 海域”～”Y4 海域”については、図 4.2.2 の海域区分を示す。 

 

資料：公共用水域水質測定結果（熊本県、鹿児島県） 

 

八代海の水温・気温・東シナ海北部海面水温の時系列変動特性より、八代海の

水温変動は東シナ海の海面水温の変動の影響を強く受けているとの報告がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4.12 水温・気温・東シナ海北部海面水温の時系列変動特性 

資料：滝川委員提供資料 

水温 塩分 COD T-N T-P SS 透明度

Y1海域 八代海st.10
（熊本）

＋＋ ＋
**

＋＋
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St.7(熊本) ＋＋ －
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＋＋

** ＋＋

Y4海域 鹿児島基準点5 ＋ － ＋ －－
**

－
** ＋

(a) 東シナ海北部海面水温
(b) 水俣気温
(c) Y2水温（-5m）湾奥側
(d) Y3水温（-5m）
(e) Y4水温（-5m）湾口
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表 3.4.7 回帰分析結果：橘湾 

水温 塩分 COD T-N T-P SS 透明度

脇岬港 ＋ －
** ＋ ＋＋

為石漁港 ＋＋ ＋
** ＋ ＋＋

茂木港 ＋ ＋
** － ＋＋

有喜漁港 ＋ －
** ＋＋ ＋＋

小浜港 ＋＋ －
** ＋ ＋＋

加津佐港 ＋ －
** ＋＋ －

 

注）1. ■、■で網掛けしている項目は、有意水準 5%で有意な変化傾向が認められたことを示す。／はデータな

し・不足等による評価対象外であることを示す。 

2. 近似一次回帰式の傾きが 10 年間あたりで全データの算術平均の 10％以上の増加、減少(水温については

0.25℃の昇温、降温)がある場合は”＋＋”、”－－“とし、それに満たない場合は”＋”、”－“とした。 

3. *を付したものは 1990 年前後から現在までの期間の評価であり、**を付したものは 2000 年前後から現在

までの期間の評価を示す。なお、2000 年以降から測定が開始された項目のうち、データ数が少ない項目に

ついては評価対象外とした。 

 

資料：公共用水域水質測定結果（長崎県） 
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表 3.4.8 回帰分析結果：牛深港 

水温 塩分 COD T-N T-P SS 透明度

牛深港地先 ＋ ＋
**

＋＋
**

－－
**

＋＋
**

＋

牛深港内 ＋＋ ＋
**

＋＋
**

－－
**

＋
** ＋

 

 

注）1. ■、■で網掛けしている項目は、有意水準 5%で有意な変化傾向が認められたことを示す。／はデータな

し・不足等による評価対象外を示す。 

2. 近似一次回帰式の傾きが 10 年間あたりで全データの算術平均の 10％以上の増加、減少(水温については

0.25℃の昇温、降温)がある場合は”＋＋”、”－－“とし、それに満たない場合は”＋”、”－“とした。 

3. 熊本県の T-N、T-P は 1999 年以降採水方法を変更したため、1999 年以降を対象に回帰分析を行った。 

4. *を付したものは 1990 年前後から現在までの期間の評価であり、**を付したものは 2000 年前後から現在

までの期間の評価を示す。なお、2000 年以降から測定が開始された項目のうち、データ数が少ない項目に

ついては評価対象外とした。 

 

資料：公共用水域水質測定結果（熊本県） 
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（３）まとめ 

1970 年頃から現在までの水質環境基準達成率（COD、全窒素及び全燐）の推移及

び水質（公共用水域水質測定等）の主な経年変化については以下のとおりである。 

 

[有明海] 

・COD(上層)については、水質環境基準達成率は 1974 年度以降 80％以上で推移し

ており、直近年の 2014 年度は 93％である。12 測点における直近５年間の年平

均値は 0.8～3.5mg/L であり、1974 年度から 2013 年度にかけて、４測点（湾奥

部の一部及び諫早湾）で減少傾向、１測点（湾奥部の一部）で増加傾向がみら

れる。 

・全窒素及び全燐の水質環境基準達成率は低く、2006 年度以降は 40％で推移しい

る。 

全窒素（T-N）(上層)については、水質環境基準達成率は 2007 年度以降 80％以

上で推移しており、直近年の 2014 年度は 100％である。の 12 測点における直

近５年間の年平均値は0.2～0.7mg/Lであり、1980年度から2013年度にかけて、

２測点（湾奥部の一部）で減少傾向、１測点（湾口部の一部）で増加傾向がみ

られる。 

全燐（T-P）(上層)については、水質環境基準達成率は 2006 年度以降 40％で推

移しており、直近年の 2014 年度も 40％である。の 12 測点における直近５年間

の年平均値は 0.02～0.18mg/L であり、1980 年度から 2013 年度にかけて、３測

点（湾奥部の一部及び湾口部）で増加傾向、１測点（湾奥部の一部）でやや増

加傾向、１測点（湾奥部）で減少傾向がみられる。 

・水温(上層)については、12 測点における直近５年間の年平均値は 17.5～20.0℃

であり、1978 年度から 2013 年度にかけて、４測点（有明海東部沿岸の一部）

で昇温傾向、１測点（湾口部の一部）でやや降温傾向がみられる。 

・塩分(上層)については、10 測点における直近５年間の年平均値は 25.0～34.3

であり、３測点（湾奥部の一部）でやや上昇傾向がみられる。 

・SS(上層)については、の 7測点における直近５年間の年平均値は 1.0～82.8mg/L

であり、1980 年度から 2013 年度にかけて、３測点（湾奥部の一部）で減少傾

向がみられる。 

・透明度については、の 11 測点における直近５年間の年平均値は 0.4～9.4ｍで

あり、1970 年度から 2014 年度にかけて、１測点（有明海中央東部の一部）で

上昇傾向がみられ、6測点（全海域の一部）でやや上昇傾向がみられる。 

 

[八代海] 

・COD(上層)については、水質環境基準達成率は 100％の年もあったが、近年は 60

～90％で推移しており、直近年の 2014 年度は 86％である。3測点における直近

５年間の年平均値は 0.9～2.8mg/L であり、1974 年度から 2013 年度にかけて、

１測点（湾口東部）でやや増加傾向がみられる。 
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・全窒素及び全燐ともに水質環境基準を達成している率は、近年は 75～100％で

推移しており、直近年の 2014 年度は 100％である。 

全窒素（T-N）(上層)については、水質環境基準達成率は 2003 年度以降 100％で

推移しており、直近年の 2014 年度は 100％である。3 測点における直近５年間

の年平均値は 0.1～0.5mg/L であり、1980 年度から 2013 年度にかけて、１測点

（湾口東部）で減少傾向がみられる。 

全燐（T-P）(上層)については、水質環境基準達成率は 2010 年度以降 75％以上

で推移しており、直近年の 2014 年度は 100％である。3 測点における直近５年

間の年平均値は 0.01～0.07mg/L であり、1980 年度から 2013 年度にかけて、１

測点（湾奥部）で増加傾向がみられる。 

・水温(上層)については、3 測点における直近５年間の年平均値は 18.7～21.5℃

であり、1978 年度から 2013 年度にかけて、２測点（湾奥部及び球磨川河口部）

で上昇傾向がみられる。 

・塩分(上層)については、3測点における直近５年間の年平均値は 27.1～33.2 で

あり、1980 年度から 2013 年度にかけて、全点で有意な変化傾向はみられない。 

・SS(上層)については、1 測点における直近５年間の年平均値は 3.1～37.6mg/L

であり、1980 年度から 2013 年度にかけて、有意な変化傾向はみられない。 

・透明度については、3測点におけるの直近５年間の年平均値は 0.9～13.1ｍであ

り、1979 年度から 2014 年度にかけて、３測点のうち１測点（球磨川河口部）

で増加傾向、１測点（湾奥部）で減少傾向がみられる。鹿児島県の１測点では、

透明度がおおむね 10 m 以上と高いものの年変動が大きかった。 

 

[橘湾] 

・COD(上層)については、水質環境基準達成率 30～100%で推移しているが、ここ

数年は 100％となっている。6 測点における直近 5 年間の年平均値は 1.0～

1.9mg/L であり、1975 年度から 2013 年度にかけて、2 測点(有喜漁港と加津佐

漁港)で増加傾向、1 測点(小浜港)でやや増加傾向、1 測点(茂木港)でやや減少

傾向がみられる。 

・全窒素及び全燐については、類型指定はされていない。 

・水温(上層)については、6 測点における直近 5 年間の年平均値は 17.6～20.8℃

であり、1981 年度から 2013 年度にかけて、1測点(為石漁港)で昇温傾向がみら

れる。 

・塩分(上層)については、6測点における直近 5年間の年平均値は 30.7～34.3 で

あり、2003 年度から 2013 年度にかけて、有意な変化傾向はみられない。 

・透明度については、6測点における直近5年間の年平均値は3.2～10.5ｍであり、

1981 年度から 2013 年度にかけて、加津佐港以外の 5 測点で上昇傾向がみられ

る。 

 

[牛深港] 

・COD(上層)については、2 測点における直近 5 年間の年平均値は 1.3～1.5mg/L
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であり、1998 年度から 2013 年度にかけて、全 2測点で増加傾向がみられる。 

・全窒素(T-N)(上層)については、2 測点における直近 5 年間の年平均値は 0.1～

0.2mg/L であり、1999 年度から 2013 年度にかけて、1測点で減少傾向がみられ

る。 

・全燐(T-P)(上層)については、2測点における直近 5年間の年平均値は 0.02mg/L

であり、1999 年度から 2013 年度にかけて、有意な変化傾向はみられない。 

・水温(上層)については、2 測点における直近 5 年間の年平均値は 19.6～21.8℃

であり、1979 年度から 2013 年度にかけて、1測点で昇温傾向がみられる。 

・塩分(上層)については、2測点における直近 5年間の年平均値は 32.8～33.8 で

あり、2000 年度から 2013 年度にかけて、有意な変化傾向はみられない。 

・透明度については、2測点における直近5年間の年平均値は9.7～15.5ｍであり、

1979 年度から 2013 年度にかけて、有意な変化傾向はみられない。 

 

注）1.「増加(昇温、上昇)傾向」及び「減少(降温、低下)傾向」の記述は、統計的

に有意（有意水準 5%）かつ 10 年間で 10%（水温については 0.25℃）以上変

化していることを意味する。「やや増加(昇温、上昇)傾向」及び「やや減少

(降温、低下)傾向」の記述は、統計的には有意であるが、10 年間で 10%（水

温については 0.25℃）未満の変化であることを意味する。 

 


